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論文内容の要旨
(目的〉肺癌は年々増加の傾向にあり，日本人男性の癌死のトップになっている。肺癌の中では腺癌が一
番頻度の高い組織である。肺癌の予後は極めて不良であり， 1期肺癌の手術例でも 5年生存率は70%前後
である。 I期肺癌の生存半を上昇させるためには予後因子を決定し.予後不良群に補助療法を行う必要が
ある。最近.腫窃の増殖と転移における血管新生の役割iが沖目されている。今回. 1期肺腺癌の予後因子
として血管新牛ーに着目し微小血管数として検討した。さらに，従来の予後因子群との比較検討も行った。
〈方法)1983年.から1989年にかけて切除された. 1期肺腺癌42伊lを対象とした。ホルマリン固定パラフィ
ン包埋切れーに対して，血管内皮細胞を特異的に染色するCD31抗体を使用して，免疫染色を行い微小血管
数を肉眼的に算出した。これら微小血管数と臨床病理学的因子との関連を調べた。次に，予後の検討を行
い.微小血管数さらに他の酎チとして腫療径， mitotic index.血管浸潤が予後因子になりうるか，を検
討した。
(結果)微小血管はCD31抗体で識別でき，平均38(13-88)であった。微小血管数は血管浸潤の程度と有
意に相関した。次に，予後を統計学的に検討した。微小血管数の平均値で2群に分割した場合，単因チ解
析では，微小血管数の多い群が予後不良であった。また，多変量解析では，微小血管数とmitoticindex 
が有意な予後因子であった。
(まとめ)CD31抗体を使用した免疫染色による.微小血管数は宵意な予後因子である。症例を重ねて確
立したものになれば，前向き試験がのぞまれる。
論文審査の結果の要旨
肺癌は極めて予後不良の疾患、で， 1期肺癌の手術例でも 5年生存率は70%前後である。故に予後四子を
決定し，予後不良群に補助療法を行うことは重要と考えられる。腫壌の増殖と転移には血管新生が必要で
あるが，本論文では血管新生を微小血管数で表現し予後との関係を検討した。
I期原発性肺腺癌の手術標本42{7IJに対して血管内皮細胞の特異的な抗体であるCD31抗体を用いて免疫
染色を施行した。微小血管数はhematoxylineosin染色， CD31染色の標本を用い，最も血管豊;寓な領域を，
200倍の視野で算出した。血管浸潤， mitotic index(]'v11)も検討した。
結果として，微小血管数は13から88の幅で平均38であった。微小血管数と年齢，性別，腫療径. 1¥11と
は関連が無く，血管浸潤とのみ有意な関連性が見られた。微小血管数を平均値の38で2群に分けた場合，
泊以上の群は有忘に予後不良であった。腫震保，日1，血管浸j問，微小血管数を凶チにした場合の子後に
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対する多変量解析の結果では..YlIと微小血管数が有意な予後因子であった。
以上より，微小血管数は I期肺腺癌の有意な予後因子であり.手術後の補助療法の重要な凶手にもなる
と考えられた。従って本研究は I期肺癌の再発予測ができることを示したものであり，治療の確立にきわ
めて角用であると考えられる。よって本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。
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